平成２２年第１回上毛町議会定例会会議録
（３日目）
招集の場所　　上毛町議会議場

開閉会日時及び宣言

平成２２年３月１９日　午前１０時００分

───────────────────────────────

○応招（不応招）議員及び出席並びに欠席議員

出席議員（１４名）

　１番　高畑広視　　２番　宮崎昌宗　　３番　峯　新一　　４番　三田敏和

　５番　安元慶彦　　６番　大山　晃　　７番　中　　宏　　８番　増矢年克

　９番　茂呂孝志　１０番　古野啓藏　１１番　福島文博　１２番　亀頭寿太郎
１３番　坪根秀介　１４番　村上正弘

欠席議員（０名）
───────────────────────────────

○地方自治法第１２１条の規定による説明のため出席した者の職氏名

　町長　鶴田忠良・　教育長　百留隆男・　副町長　奥野勝利

　会計管理者　末吉秋雄・　総務課長　友岡みどり

　企画情報課長　矢野洋一・　税務課長　末松克美・　住民課長　廣崎誠治

　健康福祉課長　坪根勝磨・　産業振興課長　川口　彰・　建設課長　古原典幸

　教務課長　福本豊彦・　総務係長　岡崎　浩

───────────────────────────────

○職務のため本会議に出席した者の職氏名

議会事務局長　中　　豊
○議事日程

平成２２年第１回定例会議事日程（３日目）

平成２２年３月１９日　午前１０時００分　開議

日程第　１　諸般の報告
日程第　２　議案第　９号　上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
日程第　３　議案第１０号　上毛町新吉富放課後児童クラブ館条例の一部を改正する条例について
日程第　４　議案第１１号　上毛町暴力団排除条例の制定について
日程第　５　議案第１２号　上毛町土地利用計画審議会条例の制定について
日程第　６　議案第１３号　平成２２年度上毛町一般会計予算
日程第　７　議案第１４号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計予算
日程第　８　議案第１５号　平成２２年度上毛町老人保健特別会計予算
日程第　９　議案第１６号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算
日程第１０　議案第１７号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計予算
日程第１１　議案第１８号　平成２２年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算
日程第１２　議案第１９号　平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計予算
日程第１３　議案第２０号　平成２２年度上毛町奨学資金特別会計予算
日程第１４　議案第２１号　平成２２年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算
日程第１５　議案第２２号　指定管理者の指定について（げんきの杜、図書館）
日程第１６　議案第２３号　指定管理者の指定について（さざんか荘、たいへい苑）
日程第１７　議案第２４号　字の区域の変更について
日程第１８　議案第２５号　土地改良事業計画の変更について
日程第１９　発議第　１号　県政・県町村会・汚職事件の徹底解明と再発防止のための政治倫理条例制定を求める意見書

日程第２０　総務産業建設委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について
日程第２１　議会運営委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について

日程第２２　広報特別委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について

○　会　議　の　経　過　（３日目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（村上正弘君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。

　ただいまの出席議員は全員です。これから本日の会議を開きます。

　本日の議事日程はお手元に配付しておりますので、御確認を願います。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、３月９日の本会議で各常任委員会に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の御報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告していただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解をください。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長あてに提出されておりますので、運営資料の中に写しをお配りしております。

　各委員長報告終了後の討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解をください。

　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付の各氏の出席を認め、会議に出席をいただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これから、各常任委員長から、委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了承ください。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３、議案第１０号　上毛町新吉富放課後児童クラブ館条例の一部を改正する条例について、日程第６、議案第１３号　平成２２年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第７、議案第１４号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計予算、日程第８、議案第１５号　平成２２年度上毛町老人保健特別会計予算、日程第９、議案第１６号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算、日程第１０、議案第１７号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計予算、日程第１３、議案第２０号　平成２２年度上毛町奨学資金特別会計予算、日程第１４、議案第２１号　平成２２年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算、日程第１５、議案第２２号　指定管理者の指定について（げんきの杜、図書館）、日程第１６、議案第２３号　指定管理者の指定について（さざんか荘、たいへい苑）、以上１０件を一括議題といたします。

　文教厚生委員長の報告を求めます。

　増矢委員長。

○文教厚生委員長（増矢年克君）おはようございます。文教厚生常任委員会から報告いたします。

　当委員会は、３月１５日午前８時５６分開会、午後３時１分に閉会、議会中小会議室において、町長以下執行部の出席をもって開会いたしました。

　当委員会に付託されました案件は、町長提出の条例１件、予算案７件、その他２件の合計１０件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定により報告いたします。

　議案第１０号　上毛町新吉富放課後児童クラブ館条例の一部を改正する条例について。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決。

　議案１３号　平成２２年度上毛町一般会計予算（所管分）について。

　総括説明に対しまして、質疑、職員の人事評価はどのようにして行うのかについて。答弁、基本的には管理職が評価を行うが、公平公正に評価できるよう研修を行い、レベルアップを図り、評価シートに基づき評価を行うということでした。

　質疑、予算編成の主要施策の中で、上毛町独自施策が多くあるが、これはどのような基準をもとにしているのか。答弁、他の自治体にない、より町民のためになる事業としている。

　質疑、独自施策であればより詳細に理由を書いてくれないと基準がわかりにくいが。答弁、確かに基準がわかりにくいが、町の独自施策として町民のために他にない優遇措置や住民サービスを展開しており、町民の方々や議員の皆様にもお知らせしたいため特記しているもので、基準の有無など、シビアには考えていない。

　地方交付税について、地方財政計画では６.８％増で、当町では６.０であるが、そうすると留保財源が多くなるが、どうなのか。臨時財政対策債の実際の限度額はどれくらいなのか。答弁、補正財源として留保財源を確保する必要があり、金額的には未確定だが、３億３,０００万円ほどである。また、臨時財政対策債は県が示している金額は３億９,０００万円です。

　質疑、国の財政計画では、地方交付税が３分の１ぐらいあるのではないですか。そうすると、３億９,０００万円では足りないと思うが、また新たな補正を計上するのか。答弁、半分は国が借金し、半分は市町村が臨時財政対策債で借金をするので、国と町との折半という形になる。

　退職の世代の方々へ、まちづくりのために活動してもらえるような支援策をつくってはどうか。答弁、小さな自治体なのでその方々を救済するのは困難であるが、町としては、緊急雇用の臨時交付金を使用し四、五名は雇用しており、ささやかではあるが努力している。

　担当課長の説明に対して、民生委員協議会助成金は、研修などの活動費と考えてよいか。また、民生委員推薦会委員報酬は、民生委員を選考する委員の報酬なのか。答弁、町からの助成金は活動費で、委員報酬は町へ民生委員を推薦するための委員の報酬です。

　質疑、社協の助成金は５名分の費用なのか。答弁、町が対象としているのは５名の人件費相当分で、２,１００万円助成している。

　社協の助成金の２,４５０万円の中に、法人税として措置しているのか。答弁、町は人件費や事業費に対して一定の助成を行っており、個別に税がかかるからといって町が新たに負担することは考えていない。

　質疑、訪問入浴サービスの利用は週に何回と決められているのか、それとも希望すればいつでもできるのか。答弁、障害の度合いにより、サービス提供の回数等が決められている。

　質疑、放課後児童クラブを利用する条件を満たしていない者が利用していると聞くが、実態はどうか。答弁、条件は両親共働きで、就労証明書などの書類や健康保険証の写しを提出してもらっているが、虚偽記載の確認までは行っていない。

　質疑、保育所運営費の積算根拠の単価が昨年に比べ下がっているのはなぜか。答弁、私立や町外の保育所に委託している経費で、子供の年齢によって単価が変わり、今年は高年齢の子供が多いため単価が下がった。

　質疑、計量器の検査は販売に使用するための計量器が対象だと思うが、給食調理に使用する計量器はこの検査に適用されないと思うが。答弁、保育所の計量器は調理室のはかりと体重計だが、社会福祉施設では法的に実施が義務づけられている。

　質疑、グリーンカーテンは窓際に設置されるので視界が悪くなり、運動場の児童年徒の監視ができにくくなると思うが、その点はどう考えているか。答弁、上毛町では「環境の町」宣言をしていて、環境の観点からグリーンカーテンを設置するよう考えている。児童生徒の監視については検討中である。

　質疑、食育プロジェクトの状況と食育健康づくりのボランティアとの関わりは。答弁、食育プロジェクトは、昨年から２年計画で、上毛町の食育の状況を調査し、地産地消に取り組む中で、いろんな健康メニューや学校給食のメニューの開発を行い、あわせて町の食育推進計画と連携しなから健康づくりのボランティアの育成を図っている取り組みである。

　質疑、小・中学校の学校管理費が各費目減額となっているが、節減等の指示があったのか。答弁、町の予算編成方針を各学校に示し、学校から要望等を受け、実績を考慮して予算編成を行っている。

　質疑、ボランティアのスクールガードリーダーヘの支援などは考えていないのか。答弁、スクールガードリーダーは町内全域の登下校の巡回や、各学校の安全対策会議に出席し情報交換等を行っており、それ以外の方については特に考えていない。

　質疑、ホームページの委託料で、ホームページは随時更新の必要があるが、その辺をどう考えているか。答弁、ホームページの随時更新については、各学校の先生が更新できるようマニュアルをつくって対応する。

　質疑、体育館改築に伴い、授業等では体育館はどこを使用する予定か。答弁、体育の授業で使用する体育館はトレーニングセンターで、部活動では健康増進施設を予定している。

　質疑、げんきの杜の浴場の脱衣場のかぎがなくなっている状況を把握しているか。答弁、社協からは報告は受けている。指定管理されている社協が対策を考えている状況である。

　質疑、トレーニングルームの利用料は見直され高くなったが、収入見込みが１９年度と増減がないのは、利用者が減少したのか。答弁、利用料を見直す前と後では、利用者の増減はほぼない。

　質疑、国際交流推進協議会委員の構成メンバーは、国際的な経験あるいは知識を有する方で構成されているのか。答弁、協議会委員は、町長を初め、中学校長、小学校代表校長、中学校ＰＴＡ会長、有識者の町民で構成されており、現在は国際社会なので、皆さんそれなりの知識を有していると思われる。

　質疑、太傷光発電の設置工事を実施できる町内業者はいるのか。答弁、設置できる町内業者は１社です。

　反対討論あり。

　採決、起立多数で可決。

　議案第１４号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計予算について。

　質疑、保険料がどれぐらい高いかという目安で、夫婦と子ども２人で年収３００万円の場合の保険料は幾らか。

　答弁、年収での想定は難しいので例を示すと、夫婦ともに４０歳で２人世帯、営業所得１３３万円の場合は保険料は１９万６,０００円、所得３００万円で想定すると保険料３７万３,６００円です。

　反対討論あり。

　採決、起立多数で可決。

　議案第１５号　平成２２年度上毛町老人保健特別会計予算について。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決。

　議案第１６号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算について。

　質疑、保険料は確定していないが、他の県と比べても福岡県は保険料の伸びが大きい。実際は１０％以上伸びるのではないか。答弁、１０％以上になる予定で、福岡県事態、高齢者の１人当たりの医療費が全国一で、もともと金額が高いという部分もある。

　反対討論あり。

　採決、起立多数で可決。

　議案第１７号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計予算について。

　質疑、診療収入は昨年に比べ減収としているが、医療報酬が若干引き上げられた影響はあるのか。また、それでもなおかつ減収にならざるを得ないのか。答弁、診療報酬の改定で病院関係は増収傾向だが、診療所は再診料が２０円引き下げになり、厳しい状況である。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決。

　議案第２０号　平成２２年度上毛町奨学資金特別会計予算について。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決。

　議案第２１号　平成２２年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算について。

　質疑なし。

　反対討論あり。

　採決、起立多数で可決。

　議案第２２号　指定管理者の指定について（げんきの杜、図書館）。

　質疑、委託の期間を５年間としていることは社協は了承済みなのか。答弁、要望している。

　反対討論あり。

　採決、起立多数で可決。

　議案第２３号　指定管理者の指定について（さざんか荘、たいへい苑）。

　質疑なし。

　反対討論あり。

　採決、起立多数で可決。

　以上で、当委員会の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２、議案第９号　上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、日程第４、議案第１１号　上毛町暴力団排除条例の制定について、日程第５、議案第１２号　上毛町土地利用計画審議会条例の制定について、日程第６、議案第１３号　平成２２年度上毛町一般会計予算（所管分）、日程第１１、議案第１８号　平成２２年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算、日程第１２、議案第１９号　平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計予算、日程第１７、議案第２４号　字の区域の変更について、日程第１８、議案第２５号　土地改良事業計画の変更について、日程第１９、発議第１号　県政・県町村会・汚職事件の徹底解明と再発防止のための政治倫理条例制定を求める意見書、以上９件を一括議題とします。

　総務産業建設委員長の報告を求めます。

　大山委員長。

○総務産業建設委員長（大山　晃君）おはようございます。ただいまから総務産業建設常任委員会からの報告をいたします。

　当委員会は、３月１６日、午前８時５５分開会、１２時５分に閉会をいたしました。町長以下執行部の出席をもって行ったわけでございますが、当委員会に付託されました案件は、町長提出案件の条例案３件と予算案３件、その他２件の計８件と、議員発議の２件、合計１０件です。

　委員会に付託されました案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、委員会規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　議案第９号　上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　議案第１１号　上毛町暴力団排除条例の制定について。

　上毛町で今までこの条例に抵触するような事例はあるかとの質疑に対し、現時点ではありませんとの答弁でした。

　この条例がないと警察との協定を結べないのか、条例の制定によって協定の締結ができるようになるのかとの質疑に対し、この条例制定によって包括的な協定を結ぶという形になるとの答弁でした。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　議案第１２号　上毛町土地利用計画審議会条例の制定について。

　農振除外をする協議会があるが、それとの整合性というものはどうなっているかとの質疑に対し、農振除外は法規制がかけられており、この条例の審議会は法的な規制をかけるのではなく、町としての土地利用の方向性を示すものですとの答弁でした。

　総合的な土地利用を図ると農振地域との関係が出てくるおそれがあるのではないかとの質疑に対し、当然、お互いに相反するものが出てくる可能性はあるが、一般的には農業振興計画が優先されると思うとの答弁でした。

　総合的な土地利用を図る審議会が農振地域との関係が出た場合、最終的には町長の決裁で決定していくのかとの質疑に対し、あくまでも町の立場として意見を述べ、その方向性について考え方を打ち出すということにとどまると思うとの答弁でした。

　この条例の総合的な土地利用は、個人の土地であろうと町の土地であろうと、上毛町の土地であれば行うということかとの質疑に対し、あくまでゾーニングということで、個人の土地を土地利用計画に示すものではなく、エリアとして大きくゾーニングするということですとの答弁でした。

　ゾーニングとは何かとの質疑に対し、ゾーニングとは、農振の計画みたいに１筆ごとにするのではなく、ある一定のエリアを色分けするということとの答弁でした。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　議案第１３号　平成２２年度上毛町一般会計予算（所管分）について。

　総括説明に対する質疑では、東校の跡地は、最初は地元が購入するならば１億５,０００万円ぐらいだったと記憶をしているが、金額は当初と違うと思うがとの質疑に対し、解体費用が１億５,０００万円ぐらいとお示ししたとの答弁でした。

　上毛町の基幹産業は農業だが、直売所では町外の農産物等が販売されているので、町内優先に努めてほしいとの質疑に対し、直売所が収益を上げて運営するとなれば、町内産に限定することはなかなか難しいとの答弁でした。

　町長が道の駅の社長を兼ねているので伺うが、今後、収益を上げるためなら産地にこだわらず納入するという考えでしょうかとの質疑に対し、基本はあくまでも上毛町産の農産物を中心に販売し、不足するものがあれば町外産もやむを得ないとの答弁でした。

　町外産の農産物が出荷されている状況だが、今後も町外産の出荷が増えるので心配だとの質疑に対し、さわやか市においては地元産の農産物を出荷、販売することが基本であるが、特認事項として地元でつくられていないものなどを販売しているとの答弁でした。

　合併後１０年間、それぞれ旧村の交付税が確保されていくと言われていたが、交付税が２１年度に比べ１億３,０００万円ほど増額しているが、それとの兼ね合いは。また、合併特例債の交付税措置の影響はとの質疑に対し、交付税は合併前の自治体ベースで計上して措置されているが、それにプラス、国の地方財政計画による増額分を反映、前年比６％増で充当している。また、合併特例債はまだ活用事業が少ないので余り反映されていないとの答弁でした。

　２２年度の予算に１０億円以上の公債費が計上されているが、償還が始まったものも含まれているのかとの質疑に対し、２２年度公債費が増額になった理由は、据え置き期間が終了し、償還が始まったためであるとの答弁でした。

　児童手当が廃止され子ども手当に移行する予定なのに、なぜ児童手当を当初予算に計上するのかとの質疑に対し、児童手当は廃止されず、今年度は児童手当に上乗せという形で支給されますとの答弁でした。

　児童手当は廃止されないのかとの質疑に対し、２３年度に廃止されるとの答弁でした。

　以上が総括説明に対する質疑、答弁でした。

　今からは担当課長の説明に対する質疑、答弁です。

　人事評価及び行政評価のウエブシステムの「ウエブ」の意味とＰＤＣＡマネジメントの「ＰＤＣＡ」の意味はとの質疑に対し、「ウエブ」はインターネット利用という意味で、「ＰＤＣＡ」とはプラン、ドゥー、チェック、アクションで、計画し、実行し、確認し、改善点を見出すというサイクルの流れのことですとの答弁でした。

　行政評価とは内部的評価だと思うが、外部的な評価は取り組まないのかとの質疑に対し、行政評価は担当職員が各事務事業の改善点を１点ずつ見出していく制度構築をしており、最終的には外部的な評価もあると思うが、２２年度は行政評価制度の確立を行うとの答弁でした。

　人事評価制度に基づき２１年度に実施したものを２２年度に全職員に試行運用するとあるが、具体的にどのようなことかとの質疑に対し、２１年度に制度設計を行い、２２年度に全職員に実施する。人事評価とは、目標管理を設定し、自己申告を行い、評価する管理職が評価シートを積み上げ、最終的には首長の判断を仰ぐということとの答弁でした。

　人事評価を降格、勤勉手当の減額等に生かしていくのかとの質疑に対し、最終的にはそのような目標だが、当分の間は人材育成をメーンと考えているとの答弁でした。

　町長の公用車は企業からの寄贈かとの質疑に対し、経済危機対策臨時交付金事業にて町内業者から購入をしたとの答弁でした。

　伊良原ダムの状況はとの質疑に対し、国土交通省は建設に積極的ではないが、県知事は続行すると言うので、そのような方向に進むと思うとの答弁でした。

　東九州自動車道スマートインター予備設計調査委託料だが、設計業務の総額を町が負担しているのかとの質疑に対し、国の連結許可をもらうために町が事前にさまざまな作業が必要なので、すべて町費ですとの答弁でした。

　公園管理において、草刈りなどをシルバー人材センターに依頼するのかとの質疑に対し、公園管理は基本的には地元の自治会あるいは壮年会等に年間を通して委託しているので、競合は難しいとの答弁でした。

　麦酒館の建物の所有者と現在の使用者は。また、固定資産税は納入されているかとの質疑に対し、麦酒館の所有者はビューゼンブルワリーで、使用者は有限会社微創研です。固定資産税は納入されているとの答弁でした。

　市町村合併推進特例交付金の交付される期間はとの質疑に対し、１０年間ですとの答弁でした。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　議案第１８号　平成２２年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算について。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　議案第１９号　平成２２年度度上毛町簡易水道事業特別会計予算について。

　質疑、討論なし。

　全会一致で可決をいたしました。

　議案第２４号　字の区域の変更について。

　換地の権利者会は行ったのかとの質疑に対し、まだ行っておりませんとの答弁でした。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　議案第２５号　土地改良事業計画の変更について。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決をいたしました。

　発議第１号　県政・県町村会・汚職事件の徹底解明と再発防止のための政治倫理条例制定を求める意見書について。

　意見としまして、県の方向性もまだ決まっていない状況の中でなぜこのような時期に意見書を出すのかとか、いろいろ御意見がございましたが、もう一つの意見としまして、もう少し時期を考え、県の方向性が出た後に出したらどうかというような御議論がございまして、賛成討論、反対討論はありましたが、採決の結果、賛成少数ということで、最終的には不採択といたしました。

　発議第２号　中小企業者の自家労賃を必要経費として認めることを求める意見書について。

　これも大変議論をいたしましたが、最終的には、これは非常に難しく、採決を求められると困ると思うが、所得税法の第５６条の解釈の判断が難しいので、今後さらに研究をする必要があろうという意見が出され、採決の結果、全会一致で継続審査と決することになりました。

　以上で、総務産業建設常任委員会からの報告を終わります。

○議長（村上正弘君）以上で、各常任委員長の報告が終わりました。

　これから、各委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終わります。

　これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２、議案第９号　上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第９号　上毛町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３、議案第１０号　上毛町新吉富放課後児童クラブ館条例の一部を改正する条例について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第１０号　上毛町新吉富放課後児童クラブ館条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第４、議案第１１号　上毛町暴力団排除条例の制定について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第１１号　上毛町暴力団排除条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第５、議案第１２号　上毛町土地利用計画審議会条例の制定について、討論を行います。

　ありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　それでは、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第１２号　上毛町土地利用計画審議会条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第６、議案第１３号　平成２２年度上毛町一般会計予算について、討論を行います。

　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第１３号は反対の立場から討論いたします。

　１点目は、経済不況の中、非正規雇用者を中心に失業者は急増し、生活不安が広がっています。このような急激な景気悪化で解雇され、経済的に困難な家庭や離職者の再就職、職業訓練の実施などの生活をサポートする支援が非常に弱い。

　２点目に、行財政改革を最優先の課題として、住民福祉が増加する行政需要には、外注化、民間委託、指定管理者制度の活用などで、本来、行政の責任においてしなければならない行政サービスを民間に任せ、町としての責任を放棄している。

　３点目に、給食調理業務は、機材、光熱費、食材の調達は昭和６１年４月１７日の労働省告示第３７号が示す受託者負担となっていません。また、献立についても、行政側がつくり民間の調理員に指示する仕組みになっており、適正な業務委託とは言えない。

　４点目に、同和行政は、法の失効にもかかわらずつけています。もう特別扱いをやめて、直ちに一般行政に移行すべきです。

　以上の理由を申し上げまして、この議案に反対いたします。

○議長（村上正弘君）ほかにないですか。

　亀頭議員。

○１２番（亀頭寿太郎君）私は、賛成の立場でもって討論いたします。

　中学校教育は人間形成にとって最も重要な時期でございます。武道も必修教科となります。屋内体育館、武道場ともに公式試合のできる施設こそ、国家及び社会の形成者として必要な資質を養うためには最も適した体育館だと思います。

　また、保健行政のＨｉｂワクチン、肺炎球菌ワクチンの費用の助成は住民に安心を与えるものと思います。

　行政改革に、人事評価制度、職員の資質の向上を図る等々の予算が組まれております。

　速やかに可決してこそ住民に勇気と夢を与え、ひいては福祉向上につながるものと確信をいたしまして、賛成討論といたします。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。

　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第１３号　平成２２年度上毛町一般会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第７、議案第１４号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計予算について、討論を行います。

　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第１４号は反対の立場から討論いたします。

　国保加入者のほとんどは保険料が高いと言っています。国は１９８４年に、それまで医療費ベースで４５％の補助であったのを医療給付費の５０％にしたため、医療費ベースでの国からの補助が減らされました。国の国民健康保険制度の運営のあり方に問題がありますので、この議案に反対いたします。

○議長（村上正弘君）ほかに賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第１４号　平成２２年度上毛町国民健康保険特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第８、議案第１５号　平成２２年度上毛町老人保健特別会計予算について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第１５号　平成２２年度上毛町老人保健特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第９、議案第１６号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算について、討論を行います。

　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第１６号は反対の立場から討論いたします。

　後期高齢者医療制度は７５歳以上の高齢者とそれ以外の高齢者とを切り離して差別医療を押しつけるものでありますから、この議案に反対いたします。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第１６号　平成２２年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１０、議案第１７号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計予算について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第１７号　平成２２年度上毛町国民健康保険直営診療所特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１１、議案第１８号　平成２２年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第１８号　平成２２年度上毛町農業集落排水事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１２、議案第１９号　平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計予算について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第１９号　平成２２年度上毛町簡易水道事業特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１３、議案第２０号　平成２２年度上毛町奨学資金特別会計予算について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第２０号　平成２２年度上毛町奨学資金特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１４、議案第２１号　平成２２年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算について、討論を行います。

　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第２１号は反対の立場から討論いたします。

　最初から徴収不能と見込んでの繰入金でありますので、この議案に反対いたします。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第２１号　平成２２年度上毛町住宅新築資金等特別会計予算は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１５、議案第２２号　指定管理者の指定について（げんきの杜、図書館）、討論を行います。

　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第２２号は反対の立場から討論いたします。

　指定管理者は、本来、町がしなければならない住民サービスを民間に任せ、行政の責務を放棄するものでありますから、この議案に反対いたします。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第２２号　指定管理者の指定について（げんきの杜、図書館）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１６、議案第２３号　指定管理者の指定について（さざんか荘、たいへい苑）、討論を行います。

　討論はありませんか。

　茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第２３号は反対の立場から討論いたします。

　指定管理者は、本来、行政が行うサービスを民間に任せるということで、行政の責務を放棄したことになりますから、この議案に反対いたします。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）起立多数。よって、議案第２３号　指定管理者の指定について（さざんか荘、たいへい苑）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１７、議案第２４号　字の区域の変更について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第２４号　字の区域の変更については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１８、議案第２５号　土地改良事業計画の変更について、討論を行います。

　討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって、議案第２５号　土地改良事業計画の変更については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１９、発議第１号　県政・県町村会・汚職事件の徹底解明と再発防止のための政治倫理条例制定を求める意見書について、討論を行います。

　討論はありませんか。

　古野議員。

○１０番（福島文博君）もう既に司法の手に渡って解明しつつあり、倫理条例を制定しようとしまいと、法治国家であって、要職にある方々が自覚すべきであって、私はこれに反対します。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案不採択であります。

　ここで改めてお諮りをいたします。
　発議第１号　県政・県町村会・汚職事件の徹底解明と再発防止のための政治倫理条例制定を求める意見書について、採択することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立少数）

○議長（村上正弘君）起立少数。よって、発議第１号　県政・県町村会・汚職事件の徹底解明と再発防止のための政治倫理条例制定を求める意見書は、原案を不採択とすることに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２０、総務産業建設常任委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付いたしました運営資料のとおり、発議第２号　中小企業者の自家労賃を必要経費として認めることを求める意見書については、総務産業建設常任委員長から、委員会において審査中の事件につき、会議規則第７５条の規定によりまして、閉会中の継続審査・調査の申し出がありました。

　お諮りをいたします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。

　したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２１、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から、所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。

　したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２２、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りをいたします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。

　したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

　これで、本日の日程はすべて終了をいたしました。

　平成２２年第１回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１１時０２分

○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。

　　　平成２２年３月１９日

上毛町議会議長

署　名　議　員

署　名　議　員

-24-

